
令和６年度

１ 事業所の名称等
設置者 社会福祉法人豊響会(ﾎｳｷｮｳｶｲ)
代表者名 理事長　小野　淳一
施設名称 みらい保育園
所在地 さいたま市緑区大間木２丁目２５番地２６
電話番号 ０４８－８７３－３３６３

２ 施設の目的及び運営の方針
みらい保育園（以下当園という）は、保育を必要とする乳児及び幼児を日々
受入れ、保育事業を行うことを目的とする。
1.保育の提供に当たっては、入園するする乳児及び幼児（以下園児という）の
　最善の利益を考慮し、子どもの幸せを積極的に増進することに最もふさわ

運営方針 　しい生活の場を提供するよう努めるものとする。
2.当園は保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携のもと
　園児の状況や発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行うものとする。
3.当園は園児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携をはかり
　ながら園児の保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対し、支援等を
　行うよう努めるものとする。
4.当園はさいたま市が定める児童福祉法に基づく運営の基準条例、その他
　関係法令を尊守し事業を実施するものとする。

３ 提供する保育の内容
当園は保育所保育指針の基づき以下に掲げる保育その他の便宜の提供を行う。
1.支給認定を受けた保護者に対し当該支給認定における保育の必要量の範囲内
　において保育を提供する。
2.延長保育
　やむおえない理由により1.の範囲を超えて保育を必要とする場合は
　５に規定する時間の範囲で延長保育の提供をする。
3.おやつの提供
4.その他保育に係る行事等

４ 職員の職種及び員数

職 種 施設長 保育士　 専門職員 保育補助員 管理栄養士 栄養士 調理師 看護師

員 数 1 21 3 2 1 1 2 1

職 種 保育事務員 経理事務員 事務長

員 数 2 1 1

５ 乳児、幼児の区分ごとの利用定員

当園の利用定員は次のとおりとする。
学齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計
定員 ９人 １８人 １８人 １８人 １８人 １９人 １００人

目的
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６ 保育を提供する日
保育を提供する日は、月曜日から土曜日までとする。ただし年末年始
（１２月２９日から１月３日）及び祝日を除く。

７ 保育を提供する時間
保育を提供する時間は次のとおりとする。
1.標準時間認定に係る保育時間
　７時３０分から１８時３０分までの範囲内で支給認定保護者が保育を
　必要とする時間とする。やむをえない理由で上記時間外の保育が必要な
　場合は１８時３０分から１９時３０分までの範囲内で延長保育を提供する。
2.短時間認定に係る保育時間
　８時３０分から１６時３０分までの範囲内で支給認定保護者が必要とする
　時間とする。やむをえない理由で上記時間外の保育が必要な場合は７時３０
　分から８時３０分まで、また１６時３０分から１９時３０分までの範囲内で
　延長保育を提供する。
3.土曜日の延長保育はありませんのでご了承ください。

８ 利用者負担その他の費用の種類
種類
保育料 保育料は支給認定を行った市町村が定める規程で納めてください。

延長保育料 １回、15分ごとに200円(月極30分ごとに3,000円）月末締め翌月請求とする。
3歳児以上　給食費月額7,500円、絵本代月額470～670円、園服・帽子・教具代
　　　　　　として8,000円程度
3歳児未満 　ふとんリース代月額660円、絵本代月額410～450円、スモック・
　　　　　　帽子・教具代として5,000円程度
その他行事１回につき500～2,000円程度

上乗せ徴収 なし

９ 利用の開始に関する事項
当園はあらかじめ利用申込みを行った支給認定保護者に対し、重要事項を記し
た文書を交付して説明を行い、当該提供の開始について同意を得るものとする。

１０ 利用の終了に関する事項
当園は以下の場合には保育の提供を終了するものとする。
1.園児が満６歳になったとき。（ただし６歳になった年度の３月３１日までは
保育の提供をする。）
2.支給認定保護者が法に定める支給要件に該当しなくなったとき。
3.その他利用の継続について重大な支障または困難が生じたとき。

１１ 安全計画について
当園では下記項目についてマニュアルを策定し全職員が共有を図っています。
1.施設設備、散歩コースの点検
2.重大事故防止（午睡・食事・プール水遊び・園外活動）
3.災害時
4.119番救急対応
5.不審者対応

内　訳　・　金　額

雑費
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１２ 緊急時における対応方法
1.当園職員は、保育の提供時に園児に病状の急変、その他緊急事態が
　生じた時はすみやかに提携医院または園児の主治医に連絡する等、
　必要な措置を講じるものとする。
2.保育の提供により事故が発生した場合は、支給認定を行った市町村及び
　園児の保護者に連絡するとともに、必要な措置を講じるものとする。
3.当保育室は事故の状況や事故に際してとった処置について記録すると
　ともに事故発生の原因を解明し、再発防止の対策を講じるものとする。
4.園児に対する保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、
　すみやかに損害賠償を行うものとする。

１３ 非常災害対策
さいたま市緑消防署　平成30年2月21日届出
防火管理者　小野　淳一

防災計画 火災・地震・風水害の対策として防災計画に基づき避難訓練を毎月実施する。
防犯計画 不審者対策として防犯計画に基づき避難訓練を定期的に実施する。

自動火災報知器・ガス漏れ報知器・非常警報装置・セコム防犯システムに
よる非常通報装置・不審者撃退器具・消火器・誘導灯・感染症予防空気清掃機
第1次避難場所⇒園グランド
第2次避難場所⇒水深西公園
第3次避難場所⇒さいたま市立尾間木小学校

１４ 虐待防止のための措置
1.当園は園児の人権擁護及び虐待防止をはかるため、責任者の設置や
　その他必要な体制の整備を行うとともに、職員研修の実施など必要な
　措置を講じるものとする。
2.児童虐待の防止等に関する法律第5条、第6条に基づき児童虐待の早期発見に
　務め、虐待を受けたと思われる児童を発見した場合は、速やかに関係機関
　に通告します。

１５ 記録の整備
当園は保育の提供に関する以下に掲げる記録を整備し、５年間保存
するものとする。
1.保育の実施に当たっての計画
2.提供した保育に係る記録
3.市町村への通知に係る記録
4.金銭に係る領収書などの記録
5.保護者からの苦情等の内容記録
6.事故報告書並びに再発防止策記録

１６ 個人情報の取扱い
入所申込み書等の個人情報は、保育運営に必要な連絡やサービスに
限って使用するものとする。
詳細は別紙「みらい保育園における個人情報保護の方針」を参照ください。

１７ 秘密の保持
事業者及びその職員は、正当な理由がなく乳幼児を保育するに当たって
知りえた秘密（個人情報を含む）を漏らしてはならない。また職員の
退職後も業務上知りえた秘密を漏らさないよう必要な措置を講じる
ものとする。

防災設備

避難場所

消防計画
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１８ 苦情等の受付に関する事項
1.保護者からの苦情等受付窓口
　事務長　小野淳一　　連絡先携帯080-5062-7950
2.保護者からの苦情等解決責任者
　園長　渡辺真代　　連絡先048-873-3363
3.保護者からの苦情等の内容を記録し、必要に応じて市町村保育課と
　相談し必要な措置を講じるものとする。

１９ 第三者委員の設置
当園では第三者委員を二名配置し諸問題の解決を図ります。
宮武貞雄　連絡先090-7208-4792
栗原敏明　連絡先090-8720-6653

２０ その他保育施設の運営に関する重要事項
項目

乳幼児健診 保育園内において年２回全園児さんの健康診断を実施いたします。
嘱託医　高橋内科クリニック 鄭（てい）医院長
　　　　　さいたま市緑区東浦和４－５－７

歯科検診 保育園内において年１回全園児さんの歯科検診を実施いたします。
嘱託医　おおしま歯科クリニック　大島医院長
　　　　さいたま市緑区東浦和５－１２－６－２０１

賠償保険 １事故３億円　身体１名１億円　財物３００万円
傷害保険 入院１日2,000円　通院１日1,000円　死亡300万円
食品衛生
責任者

　石川　彩子

保護者評価 みらい保育園では定期的に保護者さまからアンケート方式による評価をいただき、
アンケート より良い保育園づくりに役立てております。

内　　容　　

委員名
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